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『この夏の星を見る』 

辻村深月/著（KADOKAWA/刊） 

 ～直接会えなくても、私たちは繋がっている～ 

私がこの本を手に取ったきっかけは、図書館へ行った時に 

表紙に目を惹かれて、読んでみようと思ったからです。 

 この物語は、コロナ禍の休校や緊急事態宣言などで、突然 

いつも通りの毎日が消えていってしまう中での話です。コロナ禍によっ

て、コンクールやインターハイなどもなくなり、それまでの日常は変わっ

てしまいました。私が心に残ったのは、コロナ禍で会えなくなってしまっ

た人もいるけれど、コロナ禍だからこそ出会えた人がいるということで

す。また一番印象に残っている言葉は、「最初に思っていた『好き』や興

味、好奇心は手放さず、それらと一緒に大人になっていってください」で

す。好きを仕事にすることは難しいけれど、それを踏まえてのこの言葉は

とても印象に残りました。この本では、私たちと同世代の中学一年生の真

宙や高校三年生の円華など中高生が、天文の活動を通して全国の中高生た

ちと繋がっていきます。失われてしまった夏を諦めることなく、取り戻そ

うとした物語です。                 （２年生・H） 

『10代が考えるウクライナ戦争』 

岩波ジュニア新書編集部/編（岩波書店/刊） 

 ～私たちの世代は、この戦争から何を考えるのか～ 

 私がこの本を手に取ったきっかけは、「10代が考え 

る」という私と同じ世代の人が何を考えているのかが 

気になったからです。2022年 2月 24日、ロシアが 

ウクライナに攻撃を開始し、このニュースを初めて知った時、と

ても驚きました。この戦争に対して、私と同じ世代の人たちが

色々と考えている本となっています。ウクライナ戦争はなぜ起こ

ったのか、私たちに何ができるのか、戦争とは何なのか、といっ

た様々なことについて意見を出し合っています。 

2023年 10月 7日にパレスチナとイスラエルで起こったことも考える

と、私たちはなおいっそう考えていかなければならないと思わされます。 

巻末には、キーワード、地図、年表、ブックガイド等、役に立つ資料が

付いています。                   （１年生・M） 
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